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知っておきたい日本の神社と神様名鑑 

 

 

 
上総の国いちはらの歴史を知る会 
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参拝者トップクラスの三大神社 

多神教である日本の神道には、主祭神の違う様々な神社が点在する。その中でも系列社の数が多いのが、八幡神社 

と稲荷神社、そして天満宮の三大神社です。この三社は、年間の参拝者数もトップクラスで、全国から多くの人が集ま 

っている。 

 

八幡神社 

  神仏習合・武運の神を祀る神社 

  日本全国に約４万社あると言われる八幡神社の総本宮は大分県にある 

「宇佐神宮」で、歴史は古く７２５年に創建された。 

  八幡大神（応神天皇・誉田別神）・比売大神・神功皇后を祀っている。 

八幡信仰が始まった宇佐神宮の境内には、５７１年に始まって八幡様が 

３歳の童子のお姿で現れたと伝えられる「御霊水」がある。 

※ 参考資料  市原市内には、八幡神社が３２社登録されている。 

稲荷神社 

  五穀豊穣・商売繁盛の御利益で有名な神社 

  「日本書紀」では倉庭魂命とされている「食物を司る神。屋敷神としても知 

られ、家内安全のご利益でも有名。稲荷＝狐を連想する人が多いが、これ 

は食物の神「御食津神」を「三狐神」と表記したことに由来すると言われて 

いる。お稲荷さんの神様は狐ではなく、そのお使いが狐と言われる。 

  日本全国に３万社あると言われる稲荷神社の総本社は「伏見稲荷大社」 

と言われ、７１１年２月の初午の日に稲荷大神が祀られたことが始まりで、 

五穀豊穣や商売繁盛などの神として広く崇められている。 

※ 参考資料  市原市内には、稲荷神社が３０社登録されているが、境内 

に祀られている稲荷社も数多く見られる。 

天満宮（天神神社・天神社とも呼ばれるが、祭神が違う場合もある） 

  菅原道真公を祀る、学問の守護神 

  天満宮（天満神社）の祭神は、太宰府天満宮の御祭神である菅原道真公 

です。菅原道真公は西暦９０１年に藤原時平らの陰謀で、弁明の機会も 

与えられないまま福岡の大宰府に左遷され、その後９０３年に無念の気 

持ちを抱いたまま亡くなった。道真公の死後に都では干ばつや飢饉が 

続き、落雷や水害などで藤原一族に不幸が続いて起き、道真公の怨念に 

よるものと宮廷内は恐怖におののいていた。 

そこで朝廷は、道真公の罪を取り消し、元の大臣の位に復帰させた。その後道真公は天神と呼ばれ、雷神信仰に結び 

ついて道真公を祀る祭神を天神と称するようになったという。 

「天満」の名は、道真公が死後に送られた神号の「天満（そらみつ）大自在天神」から来たと言われ、「道真公の怨霊 

が雷神となり、それが天に満ちた」ことが由来という。 

天神神社は天満宮とは別で、その以前から存在し「田神社」と呼ばれ、祭神は田の神様、生産・育成の色彩が強い。 

雷神や農耕の神。 

※ 参考資料 市原市内には、天神神社として登録されているものが３社ですが、それ以外で境内に祀られている天

神社の祠や社が数多く見られる。 
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時代で変わる神様のかたち 

 神話時代 

  はるか昔、天と地は交じり合い混とんとしていたが、やがて天と地が分 

れる時が訪れ、世が始まる。天は神々が住む「高天原」という天上世界 

となり、初めに万物の祖とされえる造化三神が現われ、続いて神代七 

代の神々が出現する。次第に神は神代七代の最後として、イザナギ・ 

イザナミが登場し国生みの物語が始まる。 

「イザナギ・イザナミ」二神による国生みの順序は、現在の淡路島から 

始まり、四国、隠岐島、九州、対馬、佐渡島、本州の順と言われている。 

神々がここに誕生する 

国生みを終えた二神は、次にたくさんの神々を生むが、イザナミは「火の神ヒノカグツチ」を生んだ時にやけどを負って 

亡くなってしまう。しかし残されたイザナギは、その後も神を産み落とし、アマテラスやスサノオといった神話を司る神々 

がここに誕生してゆくことになる。 

アマテラスの登場により、神の世界は統治され育てられてゆく。 

日本の神様とは 

  アニミズム（霊魂）？と神話？ 

  日本の神様は神道抜きに語れない。神道は日本の数ある宗教の中で最古とされ、アニミズムと言われる自然信仰が 

始まりとされる。自然、衣食住など身の回りの様々なものに神様はいるという考えはここからきている。そこに古事記や 

日本書紀の神話時代の神様や名をはせた偉人たちが神社に祀られるようになり、八百万の神々を形成している。 

現在のように神様を祀る本殿などの社が出来る前は、自然にあるものを神聖視し社を設けずにお祀りをしていた。 

木は神の神霊が宿る神木と捉えたり、岩や山などの自然物も同じように考えられていた。 

自然物以外にも神様は宿る。 

 

三種の神器 

神様は自然物だけでなく、他の者にも宿るとされるのが神道の考えで、特に有名 

なのが「三種の神器」で、ニニギが天孫降臨の際に「アマテラスオオミカミ」より 

授かったものとされ、神々しい無二の存在とされている。 

 

 

古事記や日本書紀に記された神様 

  神話の神様 

  天の神々はやがて地上に降り立ち、国づくりを通じて地上に様々な産業を呼び 

起こし、国譲りを通じてその末裔が皇祖として地上を治めるようになってゆく。 

そして大和国が創建され、天皇を中心とした統一国家が誕生してゆく事になる。 

大和国の成立によって、神々の信仰も体系化されてゆく事になる。 
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アミニズムが神様の始まり 

神道はもともと文字が発明されるはるか以前のアミニズムと呼ばれる土着型の精霊、 

自然信仰が起源とされている。 

つまり、山や風や木や岩などの自然にまつわる様々なものすべてに神様が宿るとされ 

ている。 

 

平安時代 

 神様は実は仏様だった？  

 平安時代に入ると、神身離脱説は影をひそめ、これに代わり日本の神はインドの仏・菩薩が民衆を救うために現れた 

 （権現）とする「本地垂迹説が生まれる。それにより「権現号や菩薩号がつけられた神々が祀られ、さらには本地仏 

（神の正体とされる仏の姿）も定められた。 

神は仏であるという思想が一般的になり、本地仏や権現号など仏教的な 

要素が神々に定められ、神仏習合が本格化する。 

 

  鎌倉時代 

   武士階級の勢力が増し、今まで貴族や一部の階級しか知り得なかった宗 

教に関する理解が民衆に一気に広まった。 

   これにより、今までに登場した様々な説に対する逆説や新しい考え方も生まれ、いろいろな信仰や宗教が全国的に 

相次いで生まれたが、この段階でも仏と神は共存していた。 

  

 江戸・明治時代 

   江戸時代の末期になると、日本固有の思想や精神を明らかにする国学 

   が盛んになり、神道の原点に回帰する考えが生まれ、近世神道思想の 

主流となる。そして、１８６８年に神仏分離令が公布され、神社から仏 

教の要素が、寺院から神道の要素が撤廃され独立、民間レベルの信 

仰は神仏習合したまま現代になった。 

 

日本の神様名鑑 

  まだ日本という国がなかった頃、国生みの神「イザナギとイザナミ」によって多くの神々が誕生しました。彼らにはそれ 

ぞれ役割や力が与えられ、日本国を統一して行きます。では、どのような神様がいるのかを紹介します。主要な神様の 

プロフィールを祀られている神社やご利益と共に紹介します。 

 

★伊邪那岐神（古事記）・伊弉諾神（日本書紀）（イザナギ） 

  イザナミと共に日本の国土を生み出した男神。最古の夫婦神で、多くの 

神々を生み出したことから夫婦和合、 縁結びの神様としても知られる。 

また、国土から自然といった世界を創り出していったことから殖産振興の 

神様として知られ、更には歴史上はじめての禊（みそぎ）をされたこと 

から、厄除けの神様としても知られている。 

イザナギの妻であるイザナミが「ヒノガクツチ」を産んだことでヤケドを負 

って死んでしまうが、イザナギは黄泉の国を訪れるほどイサナミを愛していたと言われ、厄除けの神以外にも恋愛成就、 

子孫繁栄、殖産振興などのご利益もあげられる。 
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イザナギ・イザナミの系譜イラスト図 

 

イザナギ・イザナミを祀る三峰神社 

景行天皇の時代（７１年～１３０年）に、ヤマトタケル尊が東征の際、碓氷峠 

に向かう途中で三峯山に登り、イザナギ・イザナミの国生みを偲んで三峰 

神社を創祀したという。社地を囲む妙法・白岩・雲取の３つの峰が秀でて 

いたので「三峯」の名が付いたという。 

 

★伊邪那美神（古事記）・伊弉冉神（日本書紀）（イザナミ） 

  イザナギの妻で、多くの神々を産み落としたことから、子宝や安産祈願の 

神として信仰されている。イサナミが祀られている神社では、ご祭神として 

イザナギも一緒に祀られることも多い。また、イザナミは黄泉津大神（よも 

つおおかみ）の別名を持ち、黄泉国すなわち冥界の女王という側面も 

持ち合わせている。 

イザナミは、たくさんの神様を産むが、ヒノカグツチを産んだことで死んで 

しまい、黄泉の国に行ってからもイザナギに会うために努力をする健気な 

妻だったという。 

 

イザナミを祀る神社 

イザナミを祀る神社は、イザナギと共に国生みでつくり上げた最初の国土、おのころ島（淡路島）であると言われる。 

セキレイ石と呼ばれる石があり、つがいのセキレイが止まり御祭神の二神に「交（とつぎ）の道」を教えたとされている。 
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★天照大御神（古事記）・天照大神（日本書紀）（アマテラスオオミカミ） 

八百万の神々で最高位に位置しているのがアマテラスで、イザナギの左目から生まれた 

という。その後、天上世界を治める太陽を司る女神となり、現在は伊勢神宮の内宮を代 

表として全国に祀られている。 

また、アマテラスは天皇の祖神であり、日本で最も重要な神様の一つとして、あらゆる願 

いを聞きとどけるとし、諸願成就の神様として知られる。 

太陽の女神 

高天原を統治することになったアマテラスは、太陽の神となる。スサノオの乱暴によって 

岩戸崖に身を隠した時、世界は闇に覆われたという。 

 

アマテラスを祀る神社 

伊勢神宮 

鎮座より２千年の歴史を誇り、内宮と外宮の正宮を中心に、全部で１２５社で構成される日本最大の神社。２０１３年 

は２０年に一度正宮を立替え神様のご神体を遷す「式年遷宮」の年に当たつたので、例年以上に参拝者が集まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★建速須佐之男命（古事記）・素戔鳴尊（日本書紀）（スサノオノミコト） 

太陽神アマテラスと共に生まれたスサノオは暴風の神として、厄払いの 

神様として信仰されている。荒々しい乱行によって天上界より追放される 

が、ヤマタノオロチ退治に成功するなど正義感が強く知恵者としての一 

面も持っており、多面性ある神ともいえる。こうした英雄的側面を以って， 

武の神としても崇められることもある。 

 

 

スサノオを祀る神社 武蔵一宮氷川神社 

日本屈指の古社は、今から２千４百年余り前の第５代考昭天皇の代に 

創立され、聖武天皇の代に各国に一の宮の制度を定めた時、武蔵一 

の宮に称されたと伝えられる。大宮の地名は、氷川神社を「大いな 

る宮居」と崇めたことに由来する。 

 

★月読命（古事記）・月夜見尊（日本書紀）（ツクヨミノミコト） 

アマテラス、スサノオと共にイザナギの禊から生まれた三貴神のひとつで、月を司る。または夜を統べる神として崇め 

られ、かつては月の運行に基ずく太陰暦を用いられたことから、月の暦を数える神と評されることもある。 

また、こうした名の元、月を「ツキ」といい、運を呼び込む神とも考えられる。代表的な神社は「月山神社」と言われる。 

代表的なご利益  家運祈願     代表的な神社   月山神社   
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★火之迦具土神（古事記）・軻偶突智（日本書紀）（ヒノカグチ） 

イザナギとイザナミが神生みで産んだ火の神。その火が原因でイザ 

ナミはやけどをして亡くなってしまった。火を扱う業者からの崇敬が 

高く、鍛冶業や焼き物業といった業者から高く崇敬された。 

また、火事を抑える役割として祀られることもあり、木造家屋が多い 

構造上、火事に敏感であったことが伺える。 

代表的なご利益は、「家内安全」 

代表的な神社は、愛宕神社 

万物の根源を示すと言われる三柱 

★「天之
あめのみ

御中主
み な か ぬ し

神
かみ

」「高
たか

御産
み む

巣
す

日
び

神
かみ

」神産
か み む

巣
す

日
び

神
かみ

）（古事記） 

★「天
あめの

御中主
み な か ぬ し

尊
みこと

」「高皇産
たかみむすび

霊神
か み

」「神皇産
か み むす び

霊
れい

尊
みこと

」（日本書紀） 

古事記で、天地開闢の時に最初に生まれたとされる三柱の神々。これらの神々は万物の根源を示すとされ、宇宙の 

起源とも伝えられる。中でも「アメノミナカヌシ」は、妙見信仰や北極星信仰とも習合し、その中心的役割を果たし、 

「タカミムスビとカミムスビ」は「結び」の語を含むことから「良縁」を期待されるようになった。 

ご利益は、「健康長寿」「良縁祈願」「生産の神」と言われ、良縁祈願は、恋愛だけでなく人や仕事など様々な事柄を 

結びつけるという意味がある。 
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★「思金神」（古事記）・思兼神（日本書紀）（オモイカネの神） 

様々な場面をサポートする天界の策士家 

天岩戸伝説で、アマテラスを岩戸から救出する際のシナリオを考えた 

知恵の神。出雲の国譲りでも派遣する神々の選定を行ったり、ニニギ 

の天孫降臨でそのサポート役を担ったりするなど、重要な節目に登場 

をする。その相談役的な立場と英才ぶりから知恵を司ると考えられ、 

学業祈願や合格祈願に求められる。  

代表的なご利益  学業祈願・合格祈願 

代表的な神社   「秩父神社」 

 

★天児屋根命（古事記）（アメノコヤネのミコト）  

日本書紀には記載なし。 

アマテラスを占いで岩戸屋から出した立役者 

天岩戸伝説で、フトダマと共に占いを行い、岩戸の前で祝詞を奏上 

した神。そのため祝詞、言霊の神と評される一方、中臣連の祖とさ 

れ、中臣鎌足を代表とする藤原家に氏神として崇敬された。藤原家 

の栄華にあやかり「出世を司る神とするという側面がある。 

代表的なご利益は、出世開運 

代表的な神社は「枚岡神社」 

 

★「天手力男神」（古事記）・天手力雄神（日本書紀）（アメノタジカラ

ヲのカミ） 

力持ちの象徴で、天岩戸を戸隠まで蹴り上げた神 

天岩戸伝説で、天岩戸の中に閉じこもったアマテラスを外の世界に引きずり出した神。このため「筋力の神」と 

称えられ、スポーツの神とされている。二度とアマテラスが岩戸の中に閉じこまないよう、遠くに蹴り上げた岩戸 

が「戸隠山」になったという。 
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代表的なご利益は、スポーツ勝利祈願 

代表的な市内神社は、惣社戸隠神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「布刀玉命」（古事記）・「太玉命」（日本書紀）（フトタマのミコト） 

占いの神で、末裔は祭祀を司る氏族となる 

天岩戸伝説で、オモイノカネが考案した策の善し悪しを判断するため、アメノコヤネと共に、太占（ふとまに）と呼ばれ 

る占いを献じた神。このため、祭祀（神事）や占いを司る神とされる。その末裔は、その後も朝廷の祭祀を司る氏族とし 

て要職を兼ねていったといわれる。ある意味「神主」を象徴する神といえる。 

代表的なご利益 「所願成就」    代表的な神社は「安房神社」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「玉祖命」（古事記）（タマノオヤのミコト）・日本書紀記載なし 

八尺瓊癪勾玉をつくり現在は眼鏡の神になった 

八尺瓊勾玉を創った神で、天岩戸伝説ではそれを榊にかけ御幣として捧げ持った。また、タマノオヤが没したと伝えら 

れる玉祖神社では、眼鏡のレンズにあたる部分を「玉」と呼んでいたことから「眼鏡の神」としても知られ、毎年眼鏡 

業者による古い眼鏡のフレーム供養である「玉の祭り」が行われている。 

代表的なご利益は「所願成就」                          代表的な神社は「玉祖神社」  
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★天宇受売命（古事記）・天鈿女命（日本書紀）（アメノウズメのミコト） 

神楽のルールと言われ神で、神々を沸かせた踊り子 

  芸能を司る神として有名。岩戸に隠れたアマテラスを救出する際に上半身を裸で 

踊り、八百万の神を沸かせたことにちなむ。また、この時踊った踊りが石見神楽の 

ルーツとされる。国内で見られた初めての踊り子と言われることもあり、様々な芸 

能関係者から篤い崇敬を集めている。 

また、猿田彦の妃神とされることから、 

一緒に祀られることもある。 

代表的なご利益  「芸能上達」 

代表的な神社   「佐瑠女神社」 

 

★ 「表筒男命」（ウワツツオのミコト） （日本書紀では記入はない） 

★ 「中筒男命」（ナカツツオのミコト） 

★ 「底筒の命」（ソコツツのミコト） 

 イザナミの禊ぎで誕生した水の神 

   イサナギが黄泉の国から逃げ帰り、けがれを払おうと行った禊ぎの際 

に、水中より化成した三柱の神々。 

    中でも神功皇后が三韓征伐に出兵した折に、この住吉大神の加護 

が大いなる戦果をもたらし、その航海の無事が認められたことから、 

海の神、航海の神として篤い崇敬を集めるようになった。 

  代表的なご利益  住吉三神が祀られている住吉系神社は、航海安全の神として祀られる。 

  住吉大社は、神功皇后（応神天皇の母）が、西暦２１１年に住吉三神をこの地に祀ったことが起源とされる。 

  神功皇后を祀る古い神社の代表とされ、八幡神の祖神とされている。また、「住吉造」と言われる本殿は、神社建築 

史上最古の特殊様式で国宝に指定されている。 
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★大国主命（古事記・日本書紀）（オオクニヌシのミコト） 

  大地に国を創った出雲大社のご祭神 

   出雲に大国をつくった国づくりの神である大国主神はスサノオの子孫で、因幡 

の白兎を助けた心優しい神様として有名。スサノオが与えた数々の試練を見 

事に切り抜け、葦原中国の支配者になった。また各地に恋愛伝説もの残して 

おり、多くのご縁にめぐまれたことから「良縁祈願」の神としても信仰されて 

いる。出雲の国づくりをしたことから、「地の神」とも言われる。この時造化の三神の一つである神結びの子である 

「スクナビコナ」も一緒に国をつくっている。 

主なご利益  縁結び・子授かりの神・夫婦和合・五穀豊穣・養蚕守護・医薬・病気平癒・産業開発・交通安全 

           航海守護・商売繁盛など万の神様です。 

代表的な神社   出雲大社ですが、神無月（１０月）に全国の神様が終結する神社で、本殿は日本最古の神社 

建築様式とされている大社造りで、国宝に指定される。また、神楽殿の入口にあり日本一の大き 

さを誇る注連縄は圧巻です。 

               市原市内の神社 府中日吉神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

★宇迦之御魂神（古事記）・倉稲魂命（日本書紀）（ウカノミタマのミコト） 

 五穀豊穣の神様で商売繁盛の御利益もある 

   全国各地に数多くあるお稲荷さんで知られる稲 

荷神社の祭神が、この「ウカノミタマのカミ」で 

す。「ウカ」とは穀物を意味し、その魂を表す。 

そのため五穀豊穣を司り、途中からお稲荷さんを 

信奉した商人が成功をおさめていたことから、 

商売繁盛の神様として広く崇められている。 

   代表的なご利益   商売繁盛 

   代表的な神社    伏見稲荷大社 

 

 ★櫛名田比売（古事記）・奇稲田姫（日本書紀）クシナダヒメ 

    スサノオが八岐大蛇から助けた女神 

    八岐大蛇伝説で、スサノオがオロチから救うことを条件に妻に迎えら

れた女神です。その名が「奇し稲田」と表されることから「稲田の女

神」とされるが、スサノオが八岐大蛇に挑むとき櫛に姿を変えたので、

櫛を挿した女性、すなわち「巫女」を意味したのではないかともいわれ

る。通常スサノオと共に祀られる。 

   代表的なご利益   五穀豊穣 

   代表的な神社    川越氷川神社 

能
満
府
中
日
吉
神
社 
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★少名毘古那神（古事記）・少彦名命（日本書紀）スクナビコナのミコト 

   温泉・医療・酒造など各地の産業神として崇高される。 

   オオナムチと共に出雲建国に邁進したパートナーで、大国主の「大」 

少名毘古那神の「少」は一対を表しているといわれる。一つの物事をや

り遂げる協力神とされ、各地で産業の振興を導いたことから、医療や穀

物、温泉、酒造の神と評されることも多い。また常世の神とも言われる

非常に幅の広い神という。 

    ※一寸法師のモデルとなった神とも言われる。 

   代表的なご利益   殖産振興 

   代表的な神社    秩父御嶽神社 

 

★事代主神（古事記）・日本書紀記載なし（コトシロヌシのミコト） 

  釣り好きの豊漁の神。えびす様とも呼ばれる。 

  「事を知る」神とされることから、何かしらの出来事を意味する。託宣の神とさて 

いる。しかし出雲の国譲りの際に釣りをしており、釣りの神が転じて「豊漁の神」 

として崇められることが多い。 

七福神のえびす様と同一視され、商売繁盛 

の神様として崇められることの方が一般的 

になっている。 

  代表的なご利益   豊漁祈願 

  代表的な神社    恵比寿神社 

 

★多紀理毘売命（タキリビメのミコト）・市寸島比売命（イチキシマヒメのミコ

ト）・多岐都比売命（タギツヒメのミコト）（古事記） 

★田心姫神（タギリヒメのミコト）・市杵嶋姫命（イチキシマヒメのミコト）・ 

★湍津姫命（タギツヒメのミコト）（日本書紀） 

  スサノオの剣から誕生した三柱の水の神様 

  アマテラスとスサノオが誓約を交わした時に、スサノオの剣から化成した三柱 

の女神が現われた。元々、玄界灘の海上交通を守護する女神であったが、イキシマヒメがインドの河神を元とする弁財 

天と習合したことにより、水の属性を強め、立地的に水にまつわる場所を中心に祀られるようになっていった。 

  航海の神として、朝鮮への海上交通の平安を守護する玄界灘の神として大和朝廷によって古くから重視された。 

  弁財天と同一視されることもあり、財宝の神とも言われる。 

  代表的なご利益   航海安全・金運アップ 

  代表的な神社   宗像神社ですが、沖ノ島の沖津宮・大島の中津宮・九州本土の辺津宮の三宮の総称で、総社・ 

摂社において宗像三女神を祀っており、別名「道主貴（ミチヌシノムチ）と呼ばれる。 

芸道・武道などの国民に関わる全ての道を司る神とされる。 
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★ 建御名方神（古事記）・日本書紀記載なし （タケミナカタのミコト） 

   武田信玄も崇敬した武の神様 

   大国主の御子神で、出雲の国譲りの時に武の神タケミカヅチに果敢に 

も挑み、諏訪の地に封じ込められてしまった神。この為劣勢の状況でも 

容易には屈しない、強い武威を示す神とも言え、敗北を喫した神であり 

ながら日本三軍神に入り、武田信玄をはじめとした戦国武将にも崇敬 

された。 

   代表的なご利益    武勇掲揚 

   代表的な市内神社   原田 諏訪神社 

 

★建御雷之男神（古事記）・武甕槌神（日本書紀）（タケミカヅチのミコト） 

相撲の祖神 

   アメテラスより出雲に遣わされた神で、応戦してきたタケミナカタを投飛 

ばした様から「相撲の祖」と言われる。またその名が「雷」を意味すると 

こから雷が空を裂く一筋の太刀を意味合いに示し、剣の神という性格が 

加わり、フツヌシと共に「武運長久」「必勝祈願」の神として、武道場に 

良く祀られることが多い。 

   代表的なご利益   武運長久 

   代表的な神社    鹿島神宮   
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★瓊瓊杵尊（ニニギのミコト） 

古事記では、天邇岐志国邇岐志天津日高番能邇邇芸命 

日本書紀では、天饒石国饒石天津日高彦火瓊瓊杵尊 

アマテラスの孫にあたる神で、宮崎の高千穂に降臨した天孫降臨伝承は有名。 

名は「天地が豊かに賑わう神」を意味し、降臨の際に稲作をこの地上にもたらし、 

産業における農業の神としての性格面が強い。この為、御神徳には五穀豊穣や 

商売繁盛、国家安寧、殖産振興などが挙げられる。 

代表的なご利益   五穀豊穣 

代表的な神社    霧島神宮 

  市原市内の神社  高瀧神社 

  

 

 

★猿田毘古神（古事記）・猿田彦命）日本書紀（サルタヒコのミコト） 

  天孫降臨の道先案内人 

  ニニギが天孫降臨を果たすとき、道案内役をかって出た神です。それが転じて進む 

べき道を照らす道開きの神とし篤く崇敬されている。その為、村の道の分岐点によく 

祀られる道祖神と同一視されることも多く、異形 

の姿をしていることから一部には天狗説の原点、 

渡来系の神と目されることもある。 

  代表的なご利益   万災解除 

  代表的な神社    椿大神社 

 

★木花之佐久夜毘売（古事記）・木花開耶姫（日本書紀）（コノハナノサクヤビメ） 

  火難の神として富士山に祀られた美神 

  火中で出産するという強さを持つ女神で、そのような状況でも無事に出産したことから 

「安産の神」また「火の神」として、富士山に祀られる 

のが「コノハナノサクヤビメ」です。 

桜の美しさを体現している神様として、コノハナノサク 

ヤビメを祀る富士山本宮浅間大社は、現在桜の名所 

にもなっている。 

  代表的なご利益   安産祈願 

  代表的な神社    富士山本宮浅間神社 

 

★石長比売（古事記）・磐長姫（日本書紀）（イワナガのヒメ） 

  神々の寿命が出来たのはこの神が原因と言われる。 

  大山祇命（オオヤマツミのミコト）の娘で、コノハナノサクヤビメの姉にあた 

る。岩石を司る女神とされることから、頑強、永遠の神とされている。そもそ 

も神々に寿命が出来たのは、ニニギが嫁を迎える際にコノハノサクヤビメ 

と共に姉の磐長姫を娶らなかったことから、繁栄の永続性が失われたと 

いう。 

代表的なご利益   健康長寿  代表的な神社    石神社 



15 

 

★大山津見神（古事記）・日本書紀には記載なし（オオヤマツミのミコト） 

 大らかで雄大な山の神 

 イザナギとイザナミの間に生まれ、山の総元締めといえる自然神。山は数々の恵 

をもたらすことから、恵みの神とて金運や商売に繋げられる。また娘の「コノハナ 

ノサクヤビメ」が結婚した際、宴で酒を振舞った為酒造の神という面もある。 

雄大なイメージがあり軍神としても崇められるなど 

幅広い信仰がある。 

 代表的なご利益   金運招福 

 代表的な神社    大山秖神社 

 

 

★綿津見神（古事記）・日本書紀には記載なし （ワタツミのミコト） 

 謎が多い神で、その実態は海の神か？ 

 ワタツミの名を持つ神は複数登場する為、その実態はよくわかっていない。 

大山祇神が山の神であることに対する海の神であるという認識が高く、一部には 

山幸彦・海山彦伝承の「トヨタマビメ」の父にあ 

たる「ワタツミノオオカミ」が同神であるとも。 

海人族の阿曇氏はワタツミを祖神としている。 

代表的なご利益   豊漁祈願 

代表的な神社    沼名前神社 

  

 

★塩津神（古事記）・塩土老翁（日本書紀） （シオツチのミコト） 

  潮の流れを司る海の道先案内人 

  海彦山彦神話で、兄ホデリから借りた釣り針をなくして途方に暮れていたオホリ 

を、海神ワタツミの宮にまで案内した神。その名からも潮の流れを司る神として 

いる。海の道先案内人として、道を示す神として崇められている。 

  また、人に製塩の方法を授けたことから製塩業の神としての役割も担う。 

  代表的なご利益   潮流の神と開運招福 

  代表的な神社    鹽竈神社（しおがま神社） 

 

★経津主神（日本書紀）・古事記には記載なし （フツヌシのミコト） 

  日本書紀にのみ登場する武の神様 

  タケミカヅチと共に、東方を制圧した武の神。古事記では、タケミカヅチと同一視される物語には登場せず、日本書紀 

のみの登場となる。その性質は、刀剣を神格化させたものであるとされ、一説によればフツヌシの「フツ」は刀で物を 

切る音の擬音を示しているものと言われる。 

代表的なご利益   武勇長久 

代表的な神社    香取神宮 
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★菊理媛神（日本書紀）・古事記には記載なし （ククリヒメのミコト） 

  人やコトの間をとりもつ交渉の達人 

  古事記には登場せず、日本書紀の一書きにのみ登場する女神で、イザナギとイザナミ 

が黄泉の別れに臨もうとした時にその仲裁を果たした役割から、男女の仲を取り持つ 

縁結びの神や事業の商談成立の神と言われる。 

また、死者のイザナミと生者イザナギを取り持つ 

関係からシャーマンの元祖と言われることもある。 

代表的なご利益   交渉の女神で良縁祈願 

代表的な神社    白山比咩神社（シロヤマヒビ） 

 

 ★大山咋神（古事記）・（日本書紀） （オオヤメクイのミコト） 

    要地を守る頼もしい守護神 

    オオトシガミの御子神にあたり、山に杭を打つというイメージから、土地の所有を示 

    す地主神とされた。比叡山延暦寺の守護に始まり、京の都や江戸の鬼門を守護する 

    役割を担ったことから、要地の守護に用いられることが多い。 

    それが転じて、家内安全や地域鎮護の神として篤い崇敬を集めて来た神。 

    代表的なご利益   家内安全 

    代表的な神社     日枝神社 

 

★賀茂別雷神（古事記・日本書紀に記載なし）（カモワケイカヅチのミコト） 

  雷のエネルギーを宿したパワフルな農業の神 

  記紀神話には登場しない地方神の一つで、山城の賀茂系の系譜にあたる氏族神 

です。雷を司る神とされるが「ワケ」が「若い」という意味があること 

から、若いエネルギーを蓄えた雷の神と伝えられる。また「ワケ」を雷を裂くとする解 

  釈もあり、結果、雷は五穀豊穣をもたらすため総じて農業神といえる。 
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 ★神武天皇（神倭伊波礼琵古命・古事記）・（神日本磐余彦尊・日本書紀）（カンヤマトイワレビコノスメラミコト） 

   神を統合した日本国の創始者 

   高天原を治める天照大御神の子孫である神倭伊波礼毘古命（後の神 

武天皇）は、日向の高千穂宮で世の中をうまく治めるために東へ行こう 

言って、豊国（大分）、筑紫（福岡）、阿岐国（広島）、吉備（岡山）を経 

て、海路で浪速（大阪）に上陸した。そこで、登美能那賀須泥毘古（トミ 

ナガスネビコ）に敗北してしまい、兄の五瀬命は受けた傷がもとで亡く 

なってしまう。南に迂回して紀ノ國の熊野に再度上陸するが、そこで現れ 

た大熊の毒気に当てられ、一行はバタバタと倒れてしまった。 

そこで天照から夢のお告げにより授けられた剣を高倉下（たかくらじ） 

が献上すると皆、正気を取り戻した。そして道案内の八咫烏（やあたが 

らす）に導かれて吉野に入り、現地の反対勢力を倒して、倭の畝火の 

橿原の宮で、海、山と言った大自然の神々の系譜も取り込み、さらに 

国津神の末裔と婚姻を果たし、初代の神武天皇として即位したという。 

代表的なご利益   国家安寧 

代表的な神社    橿原神宮 

 

★神功皇后（ジングウコウゴウ（息長帯比売命（・古事記）・（気長足姫尊・日本書紀） オキナガタラシヒメのミコト 

   女性ながらも果敢に戦いに望む皇后 

   第１５代応神天皇の母にあたり、神託に従い「三韓征伐」を成し遂げた勇ましい武の側面 

をもつ仲哀天皇の皇后。 

   危険な状況の中でも無事に応神天皇を出産し、立派に育て上げた経緯から、安産祈願 

や子育て大願に用いられる事が多い。かつては、国内初の紙幣の肖像画にも迎えられ 

るほどの人気を誇る。 

    代表的なご利益   子育て大願 

    代表的な神社    筥崎宮 
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 ★応神天皇 ・オウジンテンノウ（品陀和気命・古事記）・（誉田別命・日本書紀）・ホムダワケのミコト 

   精力的に領地を拡大し、武将も崇敬した天皇 

   鶴岡八幡宮など多くの八幡神社の御祭神として祀られているのが、神功皇后の 

御子である応神天皇です。古事記の中では頻繁に巡行し、領地の視察や婚姻に 

よる新たな氏族と繋がるなどの武勇伝 

が多くあり、出世や成功、家運隆昌の 

象徴として源氏の氏神にもなって 

いる。今でも信仰を集める人気の神様 

の一人です。 

   代表的なご利益   出世開運  

   代表的な神社    宇佐神宮 

 

★倭建命（古事記）・日本武尊（日本書紀）・ヤマトタケルのミコト 

   どんなピンチでも機転を利かせて切り抜ける神 

   第１２代景行天皇の皇子。この時代の戦果は著しく、ピンチが迫っても数々 

の機転で乗り越えてきたため「難局打開の神」として英雄視されることも 

多い。また、敵の火計を内側からの火を起すことで切り抜けたことで、「火 

防の神」の性格をもつ。一説には、酉の市はヤマトタケルの命日であるこ 

とも伝えられる。古事記と日本書紀で人物像も分かれる事や、その系譜は 

知名度抜群でありながら謎多き神様でもある。 

代表的なご利益   難局打開・火災予防 

   代表的な神社     浅草鷲神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで紹介した神様や神社は、神代の時代から言い伝えられている古事記や日本書紀を参考に編集したものです。 

表現等につきましては、編集の段階で一部修正をしてありますが、内容については変わらないようにしています。 

市原市内にもこれらの神たちが祭神として祀られた神社も多くあります。皆さんの地元の神社にはどの神様が祀られて

いますか。あなたも調べてみませんか。 

市原市内の神社に祀られている神々は、 

伊邪那岐・伊邪那美・天照大神・素盞鳴尊・誉田別命・大国主命・阿須波神、日本武尊・大山咋命・大山祇命・倉稲魂命 

天見屋根命・宇迦之御魂大神・市杵比売命・木花咲耶毘売命・国常立命・志那戸弁命・志那都比古命・事解之男命・ 

国狭槌尊・別雷電神・天思兼命・速玉男之命・綿津見命・面足命・菅原道真公・経津主命・大鷦鷯命・菊理媛命・大宮

姫命・皇産魂命・そのほかの神々があります。 

 

 

今
津
朝
山
鷲
神
社 

浅
草
鷲
神
社 
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神様の敬称について 

御祭神の名の末尾には、大抵「命」や「尊」という文字が敬称として使われることが多く、文字に相違があっても 

読み方はどちらも「ミコト」と呼びます。全く同一の御祭神でも、お祀りしている神社によって御祭神の末尾が「命」 

や「尊」・「神」であったりします。また、スサノオのミコトのように「須佐之男命」「素盞鳴尊」「須佐之男神」と三 

つの敬称が使われることもあります。では、「命」「尊」「神」は、具体的にはどう違うのでしょうか。日本書記の説 

明では、「尊」は天津神（高天原にいる神々、高天原からこの地に降臨された神々）や皇室の祖先の神々対して 

用いられ「命」はその他の神々（高津神が降臨される以前から地上に土着していた国津神）に対して用いられる 

と記されている。実際、日本書紀ではその説明に従って「命」と「尊」が使い分けており、国常立尊、伊弉諾尊、 

伊弉冉尊、素盞鳴尊などの神々の中でも特に至貴には「尊」の敬称がつかわれている。しかし、その使い分けは 

あくまでも日本書紀で採用されている解釈で、古事記では「命」の敬称が使われており、「尊」は一切使われて 

いない。また、「神」と「命」の敬称をそれぞれ持っている神様の場合は、主に神社の祭神として神徳を発揮され 

る時は「神」という敬称が用いられ、神話などに於いては、時に失敗したり罪を犯したりする人間的な側面を発揮 

される時には「命」という敬称が使われることが多い。伊邪那岐と伊邪那美の両神様の場合、古事記では初登場 

時は共に「神」の敬称が付けられていますが、天津神の命令を錫った直後からは「命」という敬称に変化している。 

この場合の敬称の変化は、天津神の命令＝ミコトを賜ったことに因ります。 

 

 

 

 

 

 



20 

 

市原市内の神社と祭神一覧 

  所 在 地  神 社 名   祭  神    地   区   神 社 名    祭  神 

市原地区     菊間地区 

市原 １番地  市原八幡神社 誉田別命 菊間２３４１－１ 阿波能須神社 天比理刀咲命 

市原２６番地 阿須波神社 阿須波神 草刈１３３５ 大宮神社 大宮姫命 

郡本１－４３０ 郡本八幡神社 誉田別命 古市場２９ 八坂神社 素盞鳴命 

能満５８９－２ 府中日吉神社 大国主命 古市場１１６番地 天神社 菅原道真公 

能満６７９ 能満天神社 菅原道真      市東・湿津地区 

山田橋 3-11-19 稲荷神社 宇迦之御魂大神 犬成７１３ 犬成神社 大山咋命 

   八幡地区 潤井戸６８４ 白幡神社 誉田別命 

五所４７４ 若宮八幡神社 誉田別命 大作３２３ 大作神社 大山咋命 

旧五所金杉 五所八幡神社 源頼朝公 荻作２６５ 荻作神社 大雀命 

中将実方朝臣 五所１６１６ 春日神社 天兒屋根命 

五所１６３０ 日吉神社 於保屋満久比命 押沼２３６ 押沼神社 大和武命 

五所１５６５ 大宮神社 大宮売命 小田部３５１ 熊野神社 伊邪那美命 

速玉男命 五所１７４０－１ 磯辺神社 塩土老翁命 

五所４０ 稲荷神社 稲倉魂命 勝間３８７ 日枝神社 大山祇命 

五所１６３９ 神明神社 大日霎貴命 神崎７３２ 稲荷神社 宇迦之御魂命 

山木２４３ 白幡神社 誉田別命 喜多１５１ 喜多神社 大山咋命 

八幡１０５７ 飯香岡八幡宮 誉田別命 

玉依姫 

久々津５５２ 諏訪神社 建御名方神 

下照姫命 息長帯姫命 

八幡１３２８ 稲荷神社 宇迦能魂命 古都辺２８５ 古都辺神社 大山吽命 

八幡北町 3-9 神明神社 天照大神 金剛地２０８ 熊野神社 伊邪那美命 

泉津事解男命 八幡１０５７ 六所御影神社 伊弉諾命 

大日霊貴命 

布留大神 

天照皇大神 

速玉男命 

金剛地１１２８ 皇大神宮 天照皇大神 

下野２４８ 浅間神社 木花佐久夜毘売命 

瀬又８９ 八幡神社 誉田別命 

八幡１０２７ 厳島神社 市杵比賣命 高倉２８９ 白山神社 伊邪那岐命 

八幡１０３４ 八坂神社 須佐之男命 

八幡１１２４ 山祇神社 大山咋命 高田１８６ 日枝神社 大山吽命 

八幡１１７９ 大海住神社 大海住神 滝口５７ 諏訪神社 建御名方神 

八幡石塚２－２ 庚申神社 猿田彦命 中野２０８ 白山神社 伊邪那岐命 

八幡３－２ 猿田彦神社 猿田彦命 奈良１０９ 八幡神社 誉田別命 

    菊間地区 永吉１１５ 平野神社 仁徳天皇 

大山吽命 大厩１１６１―３ 琴平神社 金山彦命 

大厩９４７ 駒形神社 保食神 

大宮姫命 

太田姫命 

葉木６５８ 妙見神社 天之御中主命 

稲倉魂命 

大己貴尊 

番場１０６ 番場神社 大山咋命 

東国吉３０３ 八幡神社 誉田別命 

菊間３１６９ 若宮八幡神社 建甕槌神 

日本武尊 

   

    

若宮７－２－１１ 菊間弁財天 市杵島姫命    
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市原市内の神社と祭神一覧         

   所 在 地   神  社  名    祭   神    所 在 地   神 社 名     祭   神 

   五井地区     国分寺台地区 

岩野見４３９ 岩野見社 水波女命 加茂２－５－２ 加茂神社 別雷電神 

岩崎２－１２ 厳島神社 市杵嶋姫命 西広６－１４ 前廣神社 大山祇命 

岩崎１－３６－５ 稲荷神社 倉稲魂命 総社４－９－１８ 戸隠神社 天思兼命 

天手力雄命 

天表春命 

君塚１－２８－２３ 稲荷神社 倉稲魂命 

君塚５－２４－１５ 白幡神社 日本武尊 

右大将頼朝 根田３－８ 根田神社 天兒屋根命 

五井中央南 1-20 大宮神社 国常立命 

天照皇大神 

大己貴命 

   姉崎地区 

深代５５４ 熊野神社 速玉男之命 

事解之男命 伊弉諾尊 

五井５０２４ 若宮八幡神社 大佐佐気命     千種地区 

五井６４４９ 稲荷神社 倉稲魂命 青柳５３９ 若宮八幡神社 大鷦鷯命 

五井３３８９ 阿波須神社 阿波須権現 青柳１１１９ 稲荷神社 豊受比賣神 

五井４６４６ 熊野神社 素箋鳴命 青柳３－５－１１ 浅間神社 木花佐久夜毘賣命 

玉前１３６ 稲荷神社 倉稲魂命 青柳２―１－５ 船霊神社 大綿津見命 

出津１０２ 八雲神社 素盞鳴命 青柳２０５９ 八雲神社 建速須佐之男命 

平田８４２ 大宮神社 国常立命 今津朝山４２６ 鷲神社 天日鷲命 

日本武尊 村上１０９７ 白幡神社 日本武尊 

源頼朝公 今津朝山５４０ 春日神社 建甕槌命 

天兒屋根命      姉崎地区  経津主命 

姉崎２２７８ 姉埼神社 志那斗弁命 

天児屋根命 

柏原１２９ 柏原神社 宇賀之御魂命 

日本武尊 白塚５０３ 稲荷神社 倉稲魂命 

姉崎６８ 稲荷大明神 倉稲魂命 松ヶ島１ 養老神社 大山咋命 

姉崎３４４ 稲荷神社 倉稲魂命     三和（海上地区） 

姉崎１２３４ 白幡神社 誉田別命 浅井小向６９ 諏訪神社 建御名方命 

八坂刀売命 姉崎１９９８ 神明神社 大日霎貴命 

大山咋命 

 

倉稲魂命 浅井小向３１７ 日吉神社 大山咋命 

姉崎２４８９ 菅原神社 菅原道真公 安須７５６ 安須日枝神社 大己貴命 

天羽田１２６５ 天照大神 大日霊命 山祇神社 面足尊 

応仁天王 不入斗１８９ 小鷹神社 日本武尊 惶根尊 

不入斗１４０２ 熊野神社 伊弉諾命 

事解之男命 

糸久３４２ 諏訪神社 建御名方命 

八坂刀売命 速玉男之命  

片又木３１７ 十二社神社 伊弉册命 高坂３８７ 玉前神社 玉依姫命 

椎津２３０ 八坂神社 建速須佐之男命 権現堂１６ 八坂神社 高皇産霊神 

神皇産霊神 椎津２４１２ 椎津山谷稲荷神社 倉稲魂命 

立野１２ 大国主神社 大国主命 宮原４３６ 大国主神社 大国主命 

豊成４５９ 豊成八幡神社 誉田別命 分目２６６ 雷公大明神 別雷神 

畑木４５６ 畑木神社 国狭槌尊    

迎田１１６ 大宮神社 国常立命    
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市原市内の神社と祭神一覧 

   住  所   神 社 名   祭  神    住  所   神 社 名    祭  神 

       三和（市西地区）      三和（東海地区） 

相川９８ 石神神社 倭建命 西野２３８ 熊野神社 伊弉諾尊 

和津事解男命 海士有木１４７ 日枝神社 大己貴神 速玉男命 

海士有木１５６６ 八坂神社 素箋鳴尊 野毛１８０ 白幡神社 大鷦鷯命 

海士有木１７１３ 大宮神社 大己貴神 引田１１４ 諏訪神社 建御名方命 

八坂刀売命 大坪６３６ 諏訪神社 建御名方命  

武士２０４ 建市神社 建市大明神 町田５４２ 熊野神社 伊邪那美命 

新堀１３６６ 八幡神社 誉田別命 速玉男尊 豫母都事解男命 

福増８５１ 白山神社 白山姫命 柳原１８ 大鷲神社 天日鷲尊 

山倉７６５ 春日神社 天兒屋根命    

      三和（養老地区）      南総（牛久地区） 

新巻３８ 熊野神社 伊弉冊命 

事解男命 

牛久１７５ 丸山神社 天照皇大御神 

速玉男命 牛久５２２ 三嶋神社 大山祇命 

磐長比咩命 磯ヶ谷１４９８ 八幡神社 誉田別命 木花咲屋姫命 

大桶２７５ 日枝神社 大山咋命 大蔵１３６ 大蔵神社 天忍穂耳尊 

川在１０３２ 大宮神社 大宮姫命 金沢８２ 白山神社 菊理媛命 

土宇１４７９ 玉崎神社 前玉姫 佐是２９９ 八幡神社 誉田別命 

櫃挾１４３ 櫃挾神社 大己貴尊 中６０ 八幡神社 誉田別命 

二日市場８３９ 八幡神社 誉田別命 西国吉２０９ 國吉神社 大己貴命 

二日市場６０２ 熊野神社 伊弉册命 

事解男命 

奉免４４ 苗鹿神社 大鹿理命 

経津主命 速玉男命 武甕槌命 

松崎８５９ 春日神社 天兒屋根命 

天照大神 

奉免１３７７ 熊野大権現 伊邪那岐命 

速玉男命 天武雷命 伊邪那美命 

山田１１６ 山田神社 伊弉諾尊 

伊弉冉尊 

妙香１３６９ 大宮神社 大名持命 

藪６４４ 八幡神社 誉田別命 

      三和 （東海地区） 藪３８５－１ 浅間神社 木花咲耶姫命 

飯沼１９ 春日神社 経津主命 皆吉７２ 御嶽神社 日本武尊 

天児屋根命 

建御雷之男命 

比賣大神 

皆吉１２８２ 熊野神社 伊弉諾命 

伊邪册命 

今富７４２ 八幡神社 誉田別命 皆吉１８３４ 鹿島神社 武甕槌神 

海保８７９ 海保八幡神社 誉田別命 

大山咋命 

     南総（戸田地区） 

上原２０４ 春日神社 武甕槌命 

齋主命 神代２６５ 神代神社 天照大日霊尊 天児屋根命 

小折４ 大宮神社 大己貴命 馬立６１ 根元神社 天神七代 

地神五代 島野１１２９ 島穴神社 志那都比古命 

倭比売命 日本武尊 馬立７６ 天津日神社 天大日霎命 

十五沢１９３ 白幡神社 大鷦鷯命 馬立１６０９ 大宮神社 大宮姫尊 

廿五里８６ 若宮八幡神社 大鷦鷯命 馬立１１６７ 熊野神社 伊邪册尊 
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廿五里１３８６ 宇佐八幡神社 誉田別命  速玉男命 事解男命 

市原市内の神社と祭神一覧 

   住  所   神 社 名    祭  神    住  所   神 社 名    祭  神 

       南総（戸田地区）       南総（鶴舞・平三地区） 

風戸５８ 熊野神社 伊弉諾尊 矢田８９ 矢田神社 大山咋命 

栢橋８０８ 御霊神社 高皇産霊神 矢田７０ 稲荷神社 倉稲魂命 

上高根５８８ 糺神社 級長津姫命 小草畑２７ 浅間神社 木花開耶姫命 

上高根４４６ 八坂神社 素盞鳴命 平蔵２５７７―２ 浅間神社 木花開耶姫命 

上高根７０５ 貴船神社 級長津彦命 平蔵１８１４ 熊野大神 天照大御神 

伊邪那美命 上高根９８９ 白山神社 伊弉諾命 

伊邪册命 

伊邪那岐命 

平蔵６０６ 八幡神社 誉田別命 

上高根１４７９ 熊野神社 伊邪册命 

事解男命 

米原５８２ 山神社 大山祇命 

速玉男命 米原２１５２ 山神社 大山祇命 

寺谷４７２ 浅間神社 木花開耶姫命       加茂（高滝地区） 

寺谷７５４ 大宮神社 大宮姫尊 久保１２８９ 八坂神社 素盞鳴命 

中高根１-1096 白幡神社 誉田別命 久保２９５ 三社神社 伊弉諾命 

大日霊貴命 中高根１２２３ 鶴峯神社 誉田別命 伊邪册命 

南岩崎４１５ 蓑毛神社 素盞鳴命 久保４３６ 神明神社 大日霊貴尊 

       南総（内田地区） 久保１１４８ 熊野神社 事解男命 

安久谷２４９ 拾弐天神社 国常立命 久保１３１２ 雷神社 大雷神 

石川５５７ 八坂神社 須佐之男命 駒込１０９ 神明神社 大日霊貴命 

市場５４４ 八坂神社 須佐之男命 高滝１ 高瀧神社 瓊瓊杵尊 

別雷尊 江古田２５２ 大宮神社 大名持命 玉依姫尊 

宿２１４ 三嶋神社 大山祇命 外部田９０ 山王大権現 大山咋命 

真ヶ谷３７３ 荒沢神社 日本武尊 不入１９０ 愛宕神社 詞具都智命 

原田３１０ 諏訪神社 建御名方命 本郷４０７ 三峯神社 菅原道真公 

水沢２３８ 日吉神社 大山咋命 本郷１４６９ 八坂神社 素盞鳴命 

米沢３０ 八坂神社 須佐之男命 山口２３７ 八坂神社 素盞鳴命 

米沢７１５ 淡島神社 日本武尊 養老２７ 八坂神社 素盞鳴命 

米沢４０４ 金刀毘羅神社 大己貴命       加茂（白鳥地区） 

      南総（鶴舞・平三地区） 朝生原５８４ 賀茂神社 別雷命 

池和田９３２ 大宮神社 大己貴命 朝生原６１８ 山神社 大山祇命 

下矢田６９９ 八坂神社 誉田別命 朝生原１００２ 白山神社 菊理媛命 

田尾９８１ 諏訪神社 建身名方尊 石神２２５ 羽雄神社 大山祇命 

田尾５４２ 田美神社 天照皇大神 石塚５４６ 白鳥神社 日本武尊 

田尾２９０ 八雲神社 不詳 折津２４ 大山祇神社 大山祇命 

鶴舞６２４ 鶴舞神社 倉稲魂命 

皇産魂命 

折津８０４ 熊野神社 伊邪册命 

胡桃下稲荷大神 折津１０６９ 大山祇神社 大山祇神社 

鶴舞２５６ 日枝神社 大山咋命 国本４６８ 浅間神社 木花咲耶姫命 

山小川３７４ 熊野神社 伊邪札册命 

速玉男命 

月崎２７３ 熊野神社 伊邪那岐命 

戸面３７８ 日枝神社 大山祇命 
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市原市内の神社の祭神一覧 

   住  所   神 社 名    祭  神    住  所   神 社 名    祭  神 

       加茂（白鳥地区）        加茂（里見地区） 

戸面６０１ 熊野神社 石擬姥命 飯給１３６ 熊野神社 伊邪那岐命 

梁川９９－２ 大山神社 大柳祇命 飯給９３７ 白山神社 大友皇子 

       加茂（富山地区） 飯給５７ 高塚神社 不明三柱 

新井１４８ 面足神社 面足命 大戸２６６ 熊野神社 伊邪那岐命 

吉沢９１ 稲荷神社 阿保親王 柿木台１０６ 大山祇神社 大山祇命 

吉沢２２６ 国常立神社 国常立命 田淵８１６ 熊野神社 伊邪那岐命 

古敷谷１７０ 八坂神社 素盞鳴命 月出１００７ 大山祇神社 大山祇命 

古敷谷２０８７ 天津日神社 天照皇大神 徳氏９００ 大山祇神社 大山祇命 

古敷谷２３４６ 浅間神社 木花咲耶姫命 徳氏４１７ 浅間神社 木花咲耶姫命 

古敷谷２６７１ 熊野神社 熊野久須毘命 徳氏４５ 三峯神社 伊邪那岐命 

小谷田６３４ 大山祇神社 大山祇命 平野２４２ 大山祇神社 大山祇命 

   万田野１３８ 天津日神社 大日霊命 

 

 

 

 

この冊子を作成にあたり、参考資料として古事記や日本書紀を元に作成しました。一部の表現の方法に起きましては 

編集の段階で修正をしてありますが、内容については代わりのないようにしてあります。 

市原市内にも、これらの神々が最新として祀られておりますが、それ以外の神様もあります。また、同一の神ですが、表現

の方法で違うものもありますのでご承知下さい。 

市原市内の神社と祭神については、「いちはらの地名の由来と史跡と文化財」を参考にしています。 
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                        問い合わせ先  ０９０－３５４５－１１１３  




